
目指せ！臨時休校期間中も動く学校

～フルクラウド化によるリモートワークとネット学習～

青山学院初等部
情報主任
井村 裕

働き方 オンライン学習
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青山学院の建学の精神

青山学院のスクールモットー

AOYAMA VISION
（140周年⇒150周年）

「すべての人と社会のために未来を拓くサーバント・リーダーを育成する」

本校の紹介
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基本在宅勤務だが、校内で仕事も可能勤務態勢

会議等
必要があるときは、校内で集まって実施
多くの会議が中止になった

私の実感
感染予防策を各自とったうえで、2～3割の教員が
出勤している状態

在宅勤務①



基本在宅勤務だが、校内で仕事も可能勤務態勢

会議等
必要があるときは、校内で集まって実施
多くの会議が中止になった

私の実感
感染予防策を各自とったうえで、2～3割の教員が
出勤している状態

在宅勤務①

このあとに続くことを、着々と
準備をしていた・・・
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本校の紹介
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一人一人がいきる授業・いかされる授業

このことを実現するための
有効なツールの１つである

ICTに対する考え

青山学院初等部の授業目標

青山学院初等部の教員は授業でICTを使えないといけない



青山学院初等部のICT研究体制
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ICT教育戦略委員会

2012年11月 ICT教育推進プロジェクトとして発足年月

参加メンバー
(2020年度)

青山学院初等部教員 6名
(青山学院大学 教育人間科学部 杉本教授)
日本マイクロソフト株式会社 株式会社エルモ社
Dynabook株式会社 光村図書出版株式会社
株式会社NTTドコモ デジタルアーツ株式会社
富士通株式会社 イースト株式会社

産学協働
プロジェクト



青山学院初等部のICT導入の流れ

2014年度
達成

2016年度
達成

2017年度
一部達成

じわじわ・
ゆるゆる

2012年度
導入スタート

2015年度 第４学年でのグループ学習型タブレット活用を開始
2016年度 第４学年以上での児童用タブレット活用を開始

学習者用デジタル教科書の活用を開始

2017年度 第3学年以上での児童用タブレット活用に拡大
英語CALL教室のタブレット・アクティブラーニング教室化
会議のペーパーレス化



青山学院初等部のICT導入の流れ

2014年度
達成

2016年度
達成

2017年度
一部達成

じわじわ・
ゆるゆる

2012年度
導入スタート

2018年度は

2018年度 1人1台タブレット(家庭負担？)の検証を開始2018年度 1人1台タブレット(家庭負担？)の検証を開始
Microsoft 365 x 青山学院初等部 x Surface



2018年10月
検証スタート
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2018年10月
検証スタート



家庭・学校でのタブレット活用

一
人
一
台
で
の
活
用

様々なプリント類の配信
授業で使うファイルやリンクの

配信



家庭・学校でのタブレット活用

一
人
一
台
で
の
活
用

教員は全員分が一つのフォルダに

児童は自分のファイルのみが見える

更新日時が分かるので、チェック
すべきファイルがすぐ分かる



家庭・学校でのタブレット活用

一
人
一
台
で
の
活
用



家庭・学校をつなぐＩＣＴ活用

2018年 2019年 2020年

10月 12月 1月 3月 4月 6月 10月 12月 1月 2月 3月 4月

タブレット活用

SharePoint活用

学校での活用

活用検証プロジェクト

1学年1クラス

SharePointの活用検証は評価が高かった



家庭・学校をつなぐＩＣＴ活用

プ
リ
ン
ト
の
配
信

授業と連動した
演習プリント類の配信



教材のデジタル化
独自の英語教材をスキャナーで取り込み、リスニング用音声を
加えてPowerPointのスライドにした。

家庭・学校をつなぐＩＣＴ活用

英
語
教
材
の
配
信



オンラインのスライドショー形式で表示できるようにした。

オンラインスライドショー
状態の画面

SharePointでのファイル一覧ビュー

家庭・学校をつなぐＩＣＴ活用



家庭・学校をつなぐＩＣＴ活用

2018年 2019年 2020年

10月 12月 1月 3月 4月 6月 10月 12月 1月 2月 3月 4月

タブレット活用

SharePoint活用

初等部ポータル

学校での活用

検証プロジェクト

1学年

実施準備

1クラス

SharePointの本格運用
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ト1学年での活用

実施準備 本格運用

１９日
全学年にアカウント配付

教材動画・
クイズ配信

本校ネット学習の
スタイルを構築した

４月から井村がＩＣＴ関係に
専念できる
（理科→ＩＣＴ）



本校のネット学習とは

時間を合わせずに自ら学習をするスタイル

自分から、初等部ポータルにアクセスし、その日の
課題を確認、自分のペースで学習する

オンデマンド型

プリント中心 その日の課題プリントはPDFで配信

動画もある 解説の動画、礼拝の動画も配信される

クイズ・提出 アンケートフォームを用いたクイズ・提出ができる





本校の動画配信の様子

時間を合わせずに自ら学習をするスタイル

通常の学校の時と同様、スタートは礼拝から
礼拝の動画は毎日配信

礼拝は動画で

プリントの補足
プリントの文字だけでは伝えにくいものを動画に、
解説する

保護者の評判
評判は上々
→教員の励みになり、どんどん作るようになる





本校のネット学習

動
画
配
信

開始１ヶ月で４８６本の
動画が公開された



動画配信の工夫

必要な動画が発見しやすくする工夫が必要

グループに分けて特定のグループのみ表示させる
ことが可能
→学年毎でグループを作った

グループ分け



動画配信

グ
ル
ー
プ
の
活
用

初等部ポータルが学年別で
作っていたのでそのグループを活用



動画配信の工夫

必要な動画が発見しやすくする工夫が必要

グループに分けて特定のグループのみ表示させる
ことが可能
→学年毎でグループを作った

グループ分け

カテゴリー分け 適宜カテゴリー毎に、チャンネルを作った
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動画配信

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
活
用

先生たちが、ICTの活用方法を動画に
撮り、他の先生に紹介するようになった



動画配信

チ
ャ
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活
用



動画配信の工夫

必要な動画が発見しやすくする工夫が必要

グループに分けて特定のグループのみ表示させる
ことが可能
→学年毎でグループを作った

グループ分け

カテゴリー分け 適宜カテゴリー毎に、チャンネルを作った

教員は 参考のために全員が見えるように設定する



本校の動画配信の様子

時間を合わせずに自ら学習をするスタイル

通常の学校の時と同様、スタートは礼拝から
礼拝の動画は毎日配信

礼拝は動画で

プリントの補足
プリントの文字だけでは伝えにくいものを動画に、
解説する

保護者の評判
評判は上々
→教員の励みになり、どんどん作るようになる

実態
動画の質が向上する
→動画作成に割く時間が増える→働き過ぎ？？
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在宅勤務のみ、校内での仕事は原則不可勤務態勢

会議等
オンライン会議を定期的に実施
→実施する会議が少しずつ増えてくる

在宅勤務②
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臨時の教員会を開催

本日中にすべきこと（残り数時間）

・家庭で仕事が出来るよう機器の設定
・Teamsが使えるようになる



突然始まったテレワーク

数時間の準備だけで始まったTeamsの活用

・Teamsへのログイン
・画面の見方
・オンライン会議への参加方法

一般の教員

一部の教員 ・チームの作り方

課題
ルール・マニュアルは作っていない
→実施しながら考えるしかない状況



突然始まったテレワーク

実際には・・・

チャットで連絡する人が多数
オンラインでの会議の予定を入れる人も多数

その日から

チーム
各部門毎に自由に作ることにした
→沢山のチームが作られた
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在宅勤務① 在宅勤務②

臨時の教員会を開催

本日中にすべきこと（残り数時間）

・家庭で仕事が出来るよう機器の設定
・Teamsが使えるようになる

教職員全体のチームを
作っていた

事前相談もなく実施



突然始まったテレワーク

実際には・・・

チャットで連絡する人が多数
オンラインでの会議の予定を入れる人も多数

その日から

チーム
各部門毎に自由に作ることにした
→沢山のチームが作られた

あらわれた良い効果
・投稿の場所、仕方が上手になった
・かならずTeamsを見るようになった
・教員同士のフォローアップが頻繁に起こる

４４チーム

学校再開後も働き方が変わる？？



在宅勤務のみ、校内での仕事は原則不可勤務態勢

会議等
オンライン会議を定期的に実施
→実施する会議が少しずつ増えてくる

私の実感
在宅勤務（テレワーク・リモートワーク）の生活に
慣れてきた・根付いてきた様子

在宅勤務②



臨時休校の流れ
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在宅勤務① 在宅勤務②

オンラインホームルーム実施日は
入校可能

出勤する教員は半数以下



出勤教員が多い日でこのくらい



オンラインホームルーム

児童同士・児童と先生のつながりを強くしよう！

最大週3日実施回数

時間 1コマあたり20分（基本）

内容 学年毎に様々工夫を凝らしている













オンラインホームルーム

児童同士・児童と先生のつながりを強くしよう！

最大週3日実施回数

時間 1コマあたり20分（基本）

内容 学年毎に様々工夫を凝らしている

発展
授業的な内容・自由参加の質問コーナー
学校・学年での自由参加のプログラム



今回の接続環境に関して

デバイスは各ご家庭にあるものを利用した

複数のデバイスを所持している傾向があり、
環境が無いという家庭はほぼ無かった。

デバイス環境

保護者対応
学習の内容＆学校への連絡
技術的な相談 ２つのメールアドレスを作り対応

技術的トラブル デバイス毎に様々なトラブルが生じる





今回の接続環境に関して

デバイスは各ご家庭にあるものを利用した

複数のデバイスを所持している傾向があり、
環境が無いという家庭はほぼ無かった。

デバイス環境

保護者対応
学習の内容＆学校への連絡
技術的な質問 ２つのメールアドレスを作り対応

質問メールのやりとりが２００件を
超える日もあった



今回の接続環境に関して

デバイスは各ご家庭にあるものを利用した

複数のデバイスを所持している傾向があり、
環境が無いという家庭はほぼ無かった。

デバイス環境

保護者対応
学習の内容＆学校への連絡
技術的な質問 ２つのメールアドレスを作り対応

技術的トラブル デバイス毎に様々なトラブルが生じる

オンラインHRを行っていると、その場でも
質問が出る

それぞれの教員が対応し始めた

教員のＩＴスキルの向上



学校は、「子どもたちの学びを止めない」ことが大事

実際は、教員は不安の中からのスタートだった

モチベーションは、「教師としての使命」だったのだろう

今回の休校状態を経験して

大変なことは沢山あるが、出来るようになったことはさらに沢山あった

実際に経験すると

やってみないと はじまらない！！



• 学び方
• 指導の仕方
• 働き方

様々な形態を持つことができた

今回の休校状態を経験して

どんなときでも動く（止まらない）学校が作れることが分かった



72

今までも 青山学院初等部では、
• 宿泊行事をはじめとした校外学習
• パートナー制度
• 複数学年での食堂給食

といった生活からサーバント・リーダーシップを育んできた。

「地の塩、世の光」を体現化するために

今まで以上に多様な視点をもった児童を作り出すことができる。

ICTを活用し、様々なスタイルの学びを行うことで



ご静聴ありがとうございました。




